
コミュニケーション力を上げていくために 

 

校長  杉浦 元一 

２年生は職場体験が終わりました。一人ひとりが各事業所で一生懸命に活動し、いい体験になりました。今

後の進路選択にも影響するような大きな刺激になったと思います。 

就職情報を提供する会社であるマイナビが昨年度に日本の企業 3157社に対して行った調査によると、会

社が採用面接のときに特に重視するポイントの第３位は「入社したいという熱意」、第２位は「明るさ・笑顔・人

当りの良さ」、第１位は「コミュニケーション能力」となっています。 

では、コミュニケーション能力を高めるためには何をすればいいのでしょうか。ＡＩの Google Geminiに聞い

てみたところ、コミュニケーションで大切なのは、「伝える力」だけでなく「聞く力」も必要だと教えてくれました。

そこで、先生方に何かおもしろい話はないか聞き出してると、先生方はいろいろなエピソードを教えてくれまし

た。 

・休みの日に鉄道に乗ってスタンプラリーをやり、限定グッズのレアなノートをゲットしたが、電車代は７千円

かかった。 

・以前に同じ野球チームで一緒にプレイしていた先輩がドラフト会議で指名されてプロ野球選手になった。 

・韓国に旅行に行ったとき、停留所でバスを待つルールが日本と違うことを知らず、バスを何台も乗り過ごし

てしまった。 

・父と一緒に断食道場に行ったが、痩せたくて集まった人達がみんなで食事を抜くという経験が辛かった。 

・小さな子どもを自転車に乗せてファストフード店に行ったが、お店に入るのが面倒で自転車のままドライ

ブスルーに行った。 

・よく行く八百屋のおじさんとは普段あいさつ程度の会話しかしないのに、ある日突然「あなたは学校の先

生でしょ」と言われて職業を当てられた。 

八百屋さんといえば、先日おもしろい場面に遭遇しました。自宅近くの夜遅くまで営業している八百屋さん

に寄ったら、かなりお酒に酔ったサラリーマンがお店に入ってきました。その人は八百屋のおかみさんに「お

ーい。サンマをくれ。生きのいいやつね」と言いました。八百屋さんは笑顔を絶やさずに「ごめんねー。今日は

サンマないんだよねー」。すると、サラリーマンは「え？サンマないの？売り切れちゃったかー」と言いました。

八百屋さんは、「サンマの代わりに梨なんてどう？今日の梨は、みずみずしくて生きがいいよー」と返答する

と、サラリーマンは梨を４つも買っていきました。 

このとき、八百屋のおかみさんの素晴らしいコミュニケーション力を目の当たりにしました。酔っぱらって訳

のわからないことを言うサラリーマンの話を否定することなく、ちゃっかりと八百屋の商品の販売に成功したそ

の技は、実に見事なものでした。 

コミュニケーション力はとても大切です。しかしそれは特別なことではなく、日常の中で自然と培われるもの

です。一方的に自分の伝えたいことだけを言うのはコミュニケーションとは言いません。まずは相手の話をしっ

かりと聞いてみること。そして、相手の話を取り入れて自分の話をしてみること。それを積み重ねていくと、コミ

ュニケーション力が身に付いていくのだと思います。人を引き付けるおもしろいエピソードをいくつか持ってい

ると、さらにコミュニケーション力が上がります。話の内容を忘れないようにネタ帳を作るのもいいかもしれませ

ん。ぜひ実践してみてください。                   （２０２６年２月２日 全校朝礼 校長講話より） 
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起業家ペイフォワード（１年生） 
 １月 20日（火）、１・２学期の３年生・２年生に引き続き、１年生でペ 

イフォワードプログラム講演会が行われました。この取組は、起業家が出身 

校を訪問し、生徒の将来への希望と意欲を喚起する講演を行うという企画で 

す。動画制作・マーケティング制作会社のフラッグシップオーケストラ代表 

取締役で本校の卒業生である大澤穂高さんを講師にお迎えし、中学時代のエ 

ピソード、起業したきっかけ、中学生に伝えたいことなどについてお話しい 

ただきました。「仲間と本気で取り組む」、「何事にも一度は取り組む」、 

「失敗しても修正すればいい」など生徒にとって心に響く内容でした。 

第４回 Enjoy サイエンス教室 
 １月 27日（火）の放課後に今年度４回目となる Enjoyサイエンス教室が 

行われました。サイエンス教室は昨年度から始まり、楽しく実験し考え、 

知識を深めて理科を学習する機会を生徒たちへ提供するために行ってきま 

した。鶴川サイエンスラボの池田先生を講師に迎え、今回は「単レンズを 

使って自作のカメラを作り、そこから見える世界について科学しよう」を 

テーマに実験、考察を行いました。生徒たちは光の屈折をもとに単レンズ 

を通した物の見え方を観察し考えました。次年度もサイエンス教室は実施 

する予定です。 

避難訓練（火災対応） 

 ２月５日（木）に避難訓練が行われました。今回は町田消防署成瀬出張 

所の職員の方にお越しいただき、体育館で火災発生時の対処法について動 

画視聴を含めて講話をしていただきました。119番通報時の注意点や煙に 

巻かれないための方法などを具体的に説明していただきました。また、放 

課後には希望した生徒による水消火器を使用した訓練も行われました。生 

徒からは「実際に消火器を使用したことで、いざという時に正しく使用で 

きそうです。」などの感想が聞かれました。 

校内研修会 

 ２月 18日（水）、今年度６回目となる校内研修会を行いました。この１ 

年間、テーマごとに６つのグループに分かれて研究をし発表を行ってきま 

した。テーマは「特別支援教育」、「生徒指導・教育相談」、「進路指導・ 

キャリア教育」、「授業改善」、「学び続ける授業の実現」、「学級経営・ 

学年経営」でした。この日は研修のまとめとして各グループ代表者が発表・ 

質疑応答を行い、最後に校長から今年度の振り返りと次年度の校内研修の 

あり方について話がありました。 

 

表彰      

「様々なことに挑戦してほしい」 
と熱く語っていただきました。 

 

 

〇バスケットボール部                         

令和７年度町田市交流大会  中学生の部 女子  優勝  

〇柔道（中体連） 

   第 59回神奈川県中学校柔道大会新人戦 

    女子  個人  準優勝  M. A さん 

    女子  団体  優勝    M. A さん（A道場） 

〇男子バレーボール部（NANNARU UNITED） 

   桜美林高等学校招待試合  優勝 

消火器使用訓練の様子 

 

カメラを作った後、カメラを通して
見えた景色を観察しました。 

〇第 75回社会を明るくする運動作文コンテスト 

    優秀賞  K. Y さん 

〇薬物乱用防止標語 

 佳作    H. F さん 

〇陸上競技部 

   第 64回東京都中学校ロードレース大会 

    男子２・３年２Km競走  第５位 K. K さん 

     男子  １年２Km競走  第５位 Y. Y さん 

    男子  １年 2Km競争  第６位 S. K さん 

    男子  １年２Km競走  第７位 Y. T さん 

    男子  １年２Km競走  第７位 T. K さん 

グループごとの発表 

の様子 

 


